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３ 本町における取組 

（１）校内通信ネットワーク（無線 LAN）の整備 

   令和元年度補正予算で予算措置（16 校分） → 令和 2年度に繰り越し、工事を実施 

（２）1人 1台端末（タブレット）の整備 

   令和 2年度補正予算で予算措置→児童生徒 3,900 台、教職員 400 台の計 4,300 台を購入 

   ・導入する端末 → Google の「ChromeOS」を登載する「Chromebook」 

（３）GIGA スクール構想推進体制の整備 

   GIGA スクールサポーターの配置 

   ・急速な学校 ICT 化の支援として → ICT に関する知見を有する事業者へ委託 

（４）緊急時における家庭でのオンライン学習環境の整備 

   ・モバイル Wi-Fi ルーターの購入 → 通信環境が整っていない家庭への貸出用 

   ・遠隔授業実施体制構築のための機器整備 → 各学校用に web カメラ及びマイクを購入 

（５）運用体制の整備や活用方法の研究に対する支援 

   ・音更町 ICT 教育推進チームによる支援 

    → 町校長会、町教頭会、町教育研究所、町情報担当部局、町教委等で組織し、ネット

ワークや端末の運用、使用のルール作りや、アプリ導入の検討などについて議論 

   ・音更町教育研究所による支援 

    → 研究所内に「ICT 活用部会」を設置し、所員による授業での活用方法の研究や、そ 

の研究成果の普及、学校における ICT 機器の活用に関する研修会の開催などを実施 

 

４ 今後の課題 

（１）学校間、教職員間における格差の解消 

   教職員個人のスキルの差が、学習の充実の差につながる可能性があることから、教職員の

ICT 教育に対する意識を変えていくことが必要である。 

（２）デジタルコンテンツなどの充実 

   学習支援ソフトなどの導入が進んでいないため、学習での ICT 活用のバリエーションが広

がらず、苦慮している実情がある。 

（３）情報リテラシー、情報モラルに関する教育の充実 

   学習における ICT 機器のみではなく、日常生活においても様々な ICT 機器を通じてインタ

ーネットや SNS などに触れる機会が多くなってくることから、これらの利便性のみではなく、

危険性などについても認識できるような教育の充実が必要となる。 

 

５ 今後の展望 

（１）GIGA スクール構想推進事業によって進められた学校 ICT 化は、避けて通れないものである 

  が、今後の活用次第で学びの充実はもとより教職員の働き方改革にもつながっていく。 

（２）現段階は、「紙」から「ICT」への転換の途中である。しばらくは「紙」の持つ優位性も活 

  かしながら、「ICT」との併用での学習が継続されていく。 


